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笑顔で未来をつくる

〜⼦どもと⼀緒にウェルビーイングの実現を信州から〜
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 第５７回 ⽇本ＰＴＡ関東ブロック研究⼤会 
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※申請予定

関東ブロックＰＴＡ協議会  主管 ⻑野県ＰＴＡ連合会



ながの⼤会実⾏委員会

委員⻑ 熊⾕ 弘 

⻑野県ＰＴＡ連合会

会⻑ 城村 義⼈ 

ご挨拶

⼤会スローガン

「結」笑顔で未来をつくる
〜⼦どもと⼀緒にウェルビーイングの実現を信州から〜

ゆ い

結（ゆい）とは‧‧‧
 ⼈々が助け合い、協⼒して物事を成し遂げることを指します。ＰＴＡ（保護者と先⽣）
が⼦どもたちのために、⼈と⼈のつながりを⼤切にして、互いに⽀え合うことで、より強
い⼒が発揮できます。 「結（ゆい）の精神」こそ次世代教育の核となり得る価値観である
と、スローガンに想いを込めました。

ウェルビーイング（Well-being）とは‧‧‧
 簡単に⾔えば「⼼も体も、社会的にも満たされた幸せな状態」のことを指します。単な
る「健康」や「幸せ」とは少し違い、より包括的で持続的な満⾜感や⽣きがいを重視する
概念です。

 ⼦どもたちは未来そのものです！私たちの活動は「未来をつくる⼈」 「持続可能な地域
の未来」を育てる営みであると強く思います。メインテーマ「こどもまんなか」は、私た
ちが「本気で話を聞いてくれる」 「無関⼼でない」 「まちがった時に真剣に向き合ってく
れる」⼤⼈をめざすことを意味します。⼦どもたちは、そんな⼤⼈とのかかわりの中から
⾃分の存在価値を実感して⼼の⼟台を築き、未来への希望を⾒出していってくれるのでは
ないでしょうか。⼦どもたちはたとえ⾔葉にしなくてもしっかりと感じ取り、あたたかな
記憶として⼼に残してくれるでしょう。
 ワクワクしながらたくさんの仲間と感動を共有できるＰＴＡ活動を通じて、⼦どもたち
と本気で向き合う「素敵な⼤⼈」をめざしましょう。
 保護者‧教職員‧地域の「結」、⼦どもと⼤⼈の「結」。つながることの重要性を意識し
ウェルビーイングの実現について共に学び合えたら幸いです。

 令和７年１０⽉、⽇本ＰＴＡ全国協議会関東ブロック⼤会を信州‧⻑野の地で開催いた
します。
 清らかな⽔と澄んだ空気、⼭々に抱かれたこの地には、⼈と⼈とが⽀え合い、結び合う
⾵⼟があります。
 本⼤会のテーマは「結」。
 変化の時代にこそ、地域‧学校‧家庭のつながりが求められています。対話と共感から
⽣まれる“つながり”こそ、これからの教育を⽀える⼒です。
 豊かな⾃然と教育⽂化に育まれた信州で、⼦どもたちの未来とＰＴＡのこれからを共に
考える機会にできればと願っています。
 皆さまの経験や想いが交わる「ながの⼤会」が、ＰＴＡの新たな⼀歩となり、明⽇への
希望につながることを期待しつつ、多くの皆さまのご参加を⼼よりお待ちしております。



メインテーマ ∕ シンボルマーク

令和７年１０⽉１９⽇（⽇）９時より
ホクト⽂化ホール ⼤ホール 

１ ⻑野市⽴城⼭⼩学校

２ ホクト⽂化ホール

❸ 佐久平交流センターホール

❹ 上⽥市⽴第⼆中学校

❺ 塩尻総合⽂化センター

❻ 諏訪市駅前交流テラス すわっチャオ

❻ 諏訪市駅前交流テラス すわっチャオ
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⼤会⽇程 ∕ 会場案内

２⽇⽬
全体会

全体会

令和７年１０⽉１８⽇（⼟）１３時より
⻑野県内４地区７会場

１⽇⽬
分科会

第１分科会 地域連携

第２分科会 家庭教育（健康‧⾷育）

第３分科会 ⼈権教育

第４分科会 組織‧運営

第５分科会 学校教育‧地域連携

第６分科会 広報活動‧ＩＴ

第７分科会 部活動の地域移⾏

お⼦さま連れでのご参加について
各分科会および全体会は、お⼦さまも⼀緒にご参加いただけますが、託児所は
ご⽤意しておりません。保護者の皆さまの⾒守りのもとでのご参加をお願いし
ております。何卒ご理解‧ご協⼒のほど、よろしくお願いいたします。

こどもまんなか ワクワクするＰＴＡ活動

● ⼦どもたちの学校運営‧まちづくりへの参画の伴⾛⽀援 

● 本気で⼦どもたちに関わる「素敵な⼤⼈」の創造

● 未来を⾒据えた持続可能なＰＴＡ組織への進化 

● ⼦どもたちの教育の充実と⾃⼰肯定感の向上の追求 

● 学校‧地域‧家庭‧企業‧関係諸団体との協働の推進

⼦どもが真ん中で「保護者」と「教職員」が
⼿を結び、⼈と⼈の結びつきと、県内４地区
を信州の名産品の⽔引で表現しています。

⻑野市

⻑野市

佐久市

上⽥市

諏訪市

塩尻市

諏訪市

⻑野市

⼤会HP▶

開場‧受付 分 科 会

12:30 13:00 16:30

※分科会によって多少時間に変更があります。詳細については、ながの⼤会ホームページにてご確認ください。

開場‧受付 全 体 会

8:30 9:00 12:55

https://pta-naganoken.net/nagano-conference/


全体会

● ⻑野市⽴⼭王⼩学校 （⻑野県）
  添⾕ 芳久（Ｒ５年度⼭王⼩学校ＰＴＡ会⻑）
   『「居⼼地のよい」ＰＴＡ活動の条件』

研究発表校

パネルデ
ィスカッ
ション

● テーマ
  「個々⼈と地域のウェルビーイングの実現に向けて」（仮） 

● 登壇者
  児童‧⽣徒の代表
  ⻑野県教育委員会教育⻑ 武⽥育夫⽒
  ⻑野県ＰＴＡ連合会

ホクト⽂化ホール（⼤ホール）   １５００⼈ 

結  笑顔で未来をつくる
⼦どもと⼀緒にウェルビーイングの実現を信州から

学びの
ポイント

基 調 講 演 「�強く⽣きるためのヒント�」

１０∕１９
９：００〜

● ウェルビーイングとは何？ 
● ⾃分らしさの認識
● ⾃分のウェルビーイングを⾒つけるきっかけの気づき

放送作家

野々村 友紀⼦ ⽒

１９７４年８⽉５⽇⽣まれの放送作家。
⼤阪府出⾝。２丁拳銃‧修⼠の妻。芸⼈として活動後、放送作家へ転⾝。
現在は吉本総合芸能学院（ＮＳＣ）東京校の講師、書籍‧脚本等の作家業に加え、
メディア出演など多⽅⾯で活躍中。

２０２１年１２⽉に７冊⽬の著書「アカンヒトズカン」（学研プラス）を出版。

講師プロフィール

結



⽇
【相互理解カード１回目】

ＰＴＡ⇔児童会/生徒会の    
スローガンと想い
活動内容
支援してほしいことなど

【相互理解カード２回目】

1回目の感想
学校に笑顔があふれるには
地域に笑顔が広がるには

開催⽇時

第１回

第２回

⾃⼰紹介‧学校紹介
スローガン紹介

ＰＴＡ活動の紹介など

第１回 開催内容 第２回 開催内容

学校‧地域に笑顔を広げるには？

理想の地域とは？

７∕２６（⼟）

８∕３１（⽇）

 ⼤会のスローガンは「結（ゆい）笑顔で未来をつくる〜⼦どもと⼀緒にウェルビーイングの実現を信州から〜」です。
⼦どもたちのために真剣に向き合うＰＴＡが、さらにその意義を深めていくために、まず⼦どもたちの声に⽿を傾け、 
「知る」ことから「理解」する。そこにはたくさんの気づき‧感動‧学びがあると信じています。そして、その経験か
らさらに充実したＰＴＡ活動として進化していってほしいと願っています。参加された児童⽣徒も、同世代との出会い
や「素敵な⼤⼈」との出会いで、当事者意識が芽⽣え、たくさんの学びがあるかと思います。
 ぜひ多くの皆さんのご賛同‧ご参加を⼼よりお待ちしております。

実施期間
６⽉〜８∕２４

◆ ウェルビーイング実現プログラム 相互理解カードの実施 ◆

特別企画ｰ１

特別企画ｰ２

▶ 

詳
細 

▶
各単位ＰＴＡにて実施

各⼩学校‧中学校の代表者１名

 本ジュニアサミットは、関東甲信越の同世代が⼀堂に会し「学校と地域の未来」について共に考え、語り合う場です。
 私たちの暮らすまち、通う学校、そして関わる⼈々とのつながり（結）を⾒つめ直し、より良い未来を築くために、私た
ち⾃⾝が何ができるのかを主体的に考えることを⽬的としています。特に今回のサミットでは 「ウェルビーイング」という
視点を⼤切にしています。 ⼀⼈ひとりが⼼も体も豊かに、笑顔で毎⽇を過ごせることが、学校や地域の未来を明るくし、持
続可能な社会へとつながっていきます。「笑顔が未来をつくる」――そんな思いを胸に、世代や地域を超えて意⾒を交わし合
い、新しいアイデアや⾏動の⼀歩をここから⽣み出していきましょう。

▶ 

詳
細 

▶

◆ ウェルビーイング‧ジュニアサミットの実施 ◆

特別企画概要はこちら⇨

関東甲信越の同世代と
「学校と地域」の未来を考えよう！

子どもたちとの相互理解の
キッカケをつくりませんか？

https://pta-naganoken.net/wp-content/uploads/2025/05/nagano-conference_special-sougo.pdf
https://pta-naganoken.net/wp-content/uploads/2025/05/nagano-conference_special-jr.pdf
https://pta-naganoken.net/wp-content/uploads/2025/05/nagano-conference_special.pdf


講 演

ＮＰＯ法⼈⽇本⾷育
協会⾷育指導⼠

⽥中 雅⼦ ⽒

講 演

● 秋⼭コミュニティスクール‧⾼萩市⽴秋⼭⼩‧中学校ＰＴＡ（茨城県）  
  芳賀 英友（秋⼭コミュニティスクール会⻑） ⼩茂⽥ 元貴（Ｒ７年度中学校ＰＴＡ会⻑） 
  善⽅ 芳則（Ｒ６年度⼩学校ＰＴＡ会⻑）   関 充皓（秋⼭コミュニティスクール編集⻑） 
   「みんなで繋ぐＳＭＩＬＥ ＲＩＮＧ（スマイリング）」 
● 飯綱町⽴牟礼⼩学校ＰＴＡ（⻑野県）  黒岩 潤也（Ｒ５年度ＰＴＡ会⻑）
   「ＰＴＡの学習活動⽀援〈学習活動へのかかわり⽅〉」

研究発表校

● ⼦どもたちが理想とする未来の学校について、⼤⼈がどう関わっていくか
● コミュニティスクールと連携し、地域で⼦どもを育てる持続可能な活動
● コミュニティスクールについて学ぶ（国型ＣＳ‧信州型ＣＳ）

学びの
ポイント

※この分科会は⻑野市⽴城⼭⼩学校児童を含めた少⼈数グループでの全員参加のディスカッションを⾏います。
※善光寺クイズラリー（⾃由参加）にご参加の⽅は、当⽇、城⼭⼩学校にて受付をお願いいたします。（10：00〜10：30）

講 演

⻑野県教育委員会
信州型コミュニティ
スクールアドバイ
ザー

伴 美佐⼦ ⽒

⼦どもたちの「未来」のために「今」できること
〜⼼と⼼を  結  び未来を創る〜結

結  明るい未来のために、親も⼦も元気に過ごすための⾷育結

結  地域の特徴を⽣かし、学校‧保護者‧地域が⼀体となって
⼦どもたちを育む持続可能な学びの場を

学びの
ポイント

研究発表校

● 必要とされる「⽣きる⼒」  
● 「⾷育」の重要性
● 家庭‧学校‧地域での「⾷育」

● 栃⽊市ＰＴＡ連合会（栃⽊県）  ⼤類 ⻯⽮（栃⽊市ＰＴＡ連合会事務局）
   「学校‧家庭‧地域」と協働‧連携したＰＴＡ活動の促進 
   〜とちぎ未来アシストネット事業との連携をとおして〜
● 須坂市⽴東中学校（⻑野県）   松峯 昌男（Ｒ７年度上⾼井郡市Ｐ連会⻑）
   「⾃作弁当の⽇の取り組みで学校全体の⾷育を推進」

難病ＡＬＳと闘う
元教員

有坂 栄康 ⽒

学びの
ポイント

研究発表校

● ⼈権とは
● 多様な価値観と⼦どもたちの権利
● わたしの⼈権宣⾔とウェルビーイング

● ⾒附市⽴⾒附特別⽀援学校ＰＴＡ（新潟県）  渡邊 ⾥絵（Ｒ７年度ＰＴＡ会⻑）
   「みんなで楽しむＰＴＡ活動〜⾵通しのよい関係性の構築から〜」
● 軽井沢町⽴軽井沢⻄部⼩学校（⻑野県）  ⼭崎 由⾹ （Ｒ６年度ＰＴＡ会⻑）
   「ＰＴＡの存続とこれからの可能性」

ホクト⽂化ホール（中ホール）   ４００⼈家庭教育（健康‧⾷育）第２分科会

佐久平交流センター  ４００⼈⼈権教育第３分科会

分科会

⻑野市⽴城⼭⼩学校体育館   ２５０⼈ 第１分科会 地域連携

１０∕１８
１３：００〜

結



講 演ＰＴＡも多様性の時代
⼀⼈ひとりの違いを  結  んで新たな道を⽬指そう！

講 演結  学校‧家庭‧地域が協働し、
⼦どもたちを共に育てる環をつなぐ地域連携活動

結

講 演

結

ＩＴ利⽤による情報共有と⼿軽に作れる広報紙で、
家庭‧学校‧地域をつなぐ  結結

● 部活動の真の意義とは  
● 地域移⾏の実例に学ぶ
● 地域移⾏の成果と問題点

学校と地域の  結
理想的な部活動の地域移⾏の実現にむけて

講 師

信州⼤学教職⽀援
センター准教授

荒井  英治郎 ⽒

公⽴⼤学法⼈⻑野⼤学
社会福祉学部
社会福祉学科教授

早坂 淳 ⽒

前飯⽥市教育⻑
未来地図代表

代⽥ 昭久 ⽒

結

研究発表校

学びの
ポイント 事例発表

● 昭和町⽴押原中学校ＰＴＡ（⼭梨県）  深川 慶太（昭和町教育委員会⽣涯学習課副主幹）
  「昭和町における部活動の地域展開への取り組み」
  〜昭和町らしい‧昭和町にふさわしい展開を⽬指して〜 

● ⻑野⽇⼤ラボ株式会社
  執⾏役員 添⾕ 芳久 
  「部活動地域移⾏の⻑野県内の事例」

研究発表校

学びの
ポイント

● 新潟市⽴新通つばさ⼩学校ＰＴＡ（新潟市）  五⼗嵐 直樹（Ｒ６‧７年度ＰＴＡ会⻑） 
   「新設校と地域住⺠の環をつなぐつばさの⽇」  
● 塩尻市⽴広丘⼩学校（⻑野県）  塩原 正敏（Ｒ５年度ＰＴＡ会⻑） 
   「広丘奨善塾による地域とのつながりの深化」
●  筑北村⽴聖南中学校（⻑野県）  宮⼊ 清⽂（Ｒ５年度ＰＴＡ会⻑） 塚⼭ 克視（Ｒ５年度筑北⼩ＰＴＡ会⻑） 
   「⼦どもたちを真ん中にして⽀える活動」      
● ⼤町市⽴⼤町⻄⼩学校（⻑野県）  中嶋 進 （Ｒ７年度ＰＴＡ会⻑）

● 地域連携の実践⽅法
● 多様な価値観の理解
● 新しいＰＴＡ活動の提案

研究発表校

学びの
ポイント

● 川崎市⽴川崎⼩学校⽗⺟と先⽣の会（川崎市） 
  原 ⾥恵（Ｒ３〜６年度ＰＴＡ副会⻑）
  「⼦ども達のために。ＰＴＡ１５３⽇間の挑戦」 

● 情報共有の効率化と広報
● これからの広報のあり⽅
● Canvaでの制作ステップ

永井 由起⼦⽒
Ｒ７年度⻑野県ＰＴＡ
連合会副会⻑

上⽥市⽴第⼆中学校  ２００⼈組織‧運営第４分科会

● ⻑岡市⽴⻘葉台⼩学校ＰＴＡ（新潟県） 
  宮下 あさみ（Ｈ３０〜Ｒ４年度ＰＴＡ会⻑、Ｒ５‧６年度新潟県Ｐ連会⻑）
   「親バカ最⾼。ＰＴＡの底⼒ 〜「学校」×「家庭」×「地域」＝∞（無限）の可能性〜」
● 上⽥市⽴第⼆中学校（⻑野県）  中澤 創（Ｒ５年度ＰＴＡ会⻑） 
   「ピンチはチャンス！未来に向けた原点回帰」

研究発表校

学びの
ポイント

● ＰＴＡ活動の組織運営での妨げ
● 多様性社会における組織運営
● 持続可能なＰＴＡのあり⽅

塩尻市総合⽂化センター  ２００⼈学校教育‧地域連携第５分科会

諏訪市駅前交流テラス すわっチャオ  １５０⼈広報活動‧ＩＴ第６分科会

諏訪市駅前交流テラス すわっチャオ  １５０⼈部活動の地域移⾏第７分科会



⼤会参加申込⽅法について
≪ ⼤会参加申込・スケジュール ≫

◆   以下の⼤会申込については「長野県PTA連合会」ホームページからアクセスができます   ◆ 

※お振込額は⼤会申込サイト内のマイページよりご確認いただけます
＜⼤会参加費＠2,000円×申込人数、宿泊代金＞

９⽉２６⽇（金）

お振込み期限

振込⼝座情報はメールで配信

９⽉１２⽇（金）までにメールにて送付

分科会・宿泊決定案内

分科会・宿泊はリクエスト受付のため調整の上最終決定をご案内

９⽉１⽇（⽉）17:00
⼤会参加変更期限

期限まではサイトより変更操作可能

都道府県・政令指定都市PTA事務局・長野県各単位

申込WEBサイトへご登録ください。
※「⼤会参加申込書」は以下の⼤会申込サイトからダウンロードできます

⼤会申込WEBサイト
https://va.apollon.nta.co.jp/nagano_pta2025/

新規申込期限：７⽉３１⽇（⽊）17:00
参加者登録、分科会、全体会、宿泊申込

登録方法はWEB上にてご案内いたします

【問い合わせ・お申込み先】

  株式会社⽇本旅⾏ 長野支店
『第５７回⽇本PTA関東ブロック研修⼤会ながの⼤会』受付係 （担当：内⽥・⽵内）
TEL：026-232-6152∕FAX：026-232-4526
E-mail:nagano_desk@nta.co.jp  
営業時間：⽉〜金 9:30〜17:30（⼟⽇祝⽇を除く）

総合旅⾏業務取扱管理者：舟⽊健⼀郎
※旅⾏業取扱管理者とは、お客様の旅⾏を取り扱う営業所での取引の責任者です。この旅⾏の契約に関し、
 当社からの説明にご不明な点がございましたら、ご遠慮なく前記の旅⾏業取扱管理者にご質問ください。

【旅⾏企画・実施】
株式会社⽇本旅⾏ 長野支店
〒380-0821 長野県長野市上千歳町1137-23 リアライズ長野ビル１階
観光庁長官登録旅⾏業第２号∕⼀般社団法人⽇本旅⾏業協会正会員 

ながの⼤会事務局
⻑野県ＰＴＡ連合会

〒380-0846 ⻑野市旭町1098 信濃教育会館内 

✆ 026ｰ235-4361  ✉ office@pta-naganoken.net

https://pta-naganoken.net/
https://va.apollon.nta.co.jp/nagano_pta2025/

